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第１四半期の業績について、売上高は▲０．７％、▲２７億円の減収の４，０１４億円と
なりました。これは、「電力セグメント」が小売販売量増加に伴い７９億円の増収となっ
たものの、「ガスセグメント」が都市ガス販売量の減少により１３１億円の減収となった
ことが、主な要因です。 
 

営業費用は、「電力セグメント」における小売販売量増加に伴う電力営業費の増加
等により、２．４％、８７億円増の３,７８１億円となりました。 
 
この結果、営業利益は▲３２．９％、▲１１４億円減の２３２億円、経常利益は 
▲３３．０％、▲１１８億円減の２４０億円とそれぞれ減少しましたが、特別利益として
固定資産売却益２９１億円を計上し、親会社株主に帰属する当期純利益は、 
３５．４％、９９億円増の３７７億円となりました。 
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ガス販売量、電力販売量について説明します。 

 

第１四半期のガス販売量は、▲１５．２％、▲５億６千５百万ｍ3減の３１億４千５百万
ｍ3となりました。 

 

ガス販売量減少は、発電専用のお客さまの稼働減による▲４億９千９百万ｍ3の減
少の他、前年に比べて４～５月の気温が高く推移し給湯需要が減少したこと等によ
る▲８千１百万m3の減少が主な要因となっています。 

 

 

電力販売量は、全体では▲３．４％、▲１億１千５百万kWh減の３２億５千７百万
kWhとなりました。 

 

小売が、契約件数の増加により４４．９％増の１１億３千６百万kWhとなった一方、卸
他については▲１８．１％減の２１億２千万kWhと、全体として販売量が減少しました。
これは、自社電源の定期検査により発電量が減少したことが主な要因です。 
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財務会計上のガス販売量にトーリングによるガス使用量とＬＮＧ販売量を加算した
ビジョンベースのガス販売量を示しています。 

 

トーリングによるガス自家使用量の減少▲１２・７％は、自社電源の稼働低下を表し
ています。 



セグメント別の売上高および営業利益に持分法損益を加えたセグメント利益とその
増減を記載しています。 

 

２０１８年度よりセグメントの一部を変更しておりますので、前年同期実績について
は、新セグメントに組み替えた値を「移行後」として表示しています。 

 

セグメント利益については、「ガスセグメント」の利益減少１２０億円が、全体利益を
押し下げています。 



各セグメントのセグメント利益増減について説明します。 

 

ガスセグメントの▲１２０億円減少の主な要因は、ガス販売数量減少による影響 

▲１２４億円ですが、その内▲３８億円については４～５月の高気温影響による減少
です。年金数理差異など固定費増加による影響は▲２３億円となっています。 

 

電力セグメントですが、▲７億円の減益となっています。 

小売件数、数量が増加していることによる粗利増があるものの、自社電源の定期検
査に伴う稼働減による電源調達単価上昇および小売販売経費増加により、減益と
なりました。 

 

海外セグメントについては、２８億円の増益となりました。昨年販売を開始した海外
上流プロジェクト・ゴーゴンＬＮＧについて、初年度のコスト負担が一段落したことに
よる増益など、上流プロジェクトの利益が増加しています。 

 

エネルギー関連セグメントについては１６億円の増益となりました。エンジニアリング
ソリューション事業におけるＬＮＧプラント受注の他、業務用空調機器工事受注の
増加が要因となっています。 



通期の見通しの値につきましては、４月末に発表いたしました当初見通しから変更
しておりません。今回見通しを変更しなかった背景について、簡単に説明します。 

 

当社の主な事業であるガスセグメントについて、ガス小売全面自由化以前の収支
の主な変動要素は、気温や経済フレーム等限定的でしたが、自由化に伴い、既存
需要の脱落等、収支の変動要素が増加しています。このような環境下においては、
実績の一部変動要素だけでなく、将来の変動可能性を含む総合的な判断に基づ
き収支想定を行うことがより重要になると考えています。 

 

第１四半期実績で気温やフレーム影響による変動はありますが、通期では当初見
通し通りの利益を見込むことが出来ると判断し、通期見通しは変更しないこととしま
した。 

 

参考までに、電力小売り件数は、６月末時点の供給中ベースで１２７万件と、計画を
上回るペースで推移しています。一方、ガス脱落件数は６月末時点の申込みベー
スで約３６万件となっているものの、見通し織込みの範囲内と考えています。 
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（通期見通しは、前回見通し（4/27発表）から変更なし） 
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（通期見通しは、前回見通し（4/27発表）から変更なし） 



10 

 
（通期見通しは、前回見通し（4/27発表）から変更なし） 



 
（通期見通しは、前回見通し（4/27発表）から変更なし） 



 
（通期見通しは、前回見通し（4/27発表）から変更なし） 



２０１８年度のキャッシュフローの使途について、記載しています。 



連結ベースの主要計数について、記載しています。 





 

経済フレーム感度表について、記載しています。 



 

２０１８年度４月以降、決算発表日までの主なプレスリリースについて、記載して 

います。 
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